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各  位 

株式会社 みちのく銀行 

 

 

『＜みちぎん＞ＳＤＧｓ取組評価サービス』  

ＳＤＧｓ宣言書の策定について 

 

株式会社みちのく銀行（取締役頭取 藤澤 貴之）は、プロクレアホールディングスの「サステ

ナビリティ方針」に基づき、お取引企業のＳＤＧｓへの取組みを支援するサービス『＜みちぎん＞ 

ＳＤＧｓ取組評価サービス』を提供しております。 

この度、下記５社の企業さまに本サービスをご利用いただき、ＳＤＧｓ取組状況の評価、宣言書の

策定を支援いたしました。 

当行は、今後も本サービスを通じて、お取引先の企業価値の向上や持続可能な経営支援に一層

貢献してまいります。 

 

記 

 

 

1. 企業概要（企業名５０音順） 

社 名 
有限会社旭栄工業 

（本社：北海道函館市旭岡町１９番地７／代表取締役 工藤 哲也 ） 

事業内容  一般管工事業（給排水・衛生設備工事） 

 

社 名 
株式会社尻屋観光 

（本社：青森県下北郡東通村大字田屋字将木舘２番地／代表取締役 菊池 憲太郎 ） 

事業内容  一般貸切旅客自動車運送業（タクシー運送／バス運送） 

 

社 名 
株式会社高橋林業 

（本社：青森県八戸市南郷大字市野沢字三合山４１番地４３／代表取締役 高橋 広志 ） 

事業内容  木材素材生産業・植林保育業 

 

社 名 
弘前建機株式会社 

（本社：青森県弘前市藤野２丁目４番３号／代表取締役 冨岡 茂 ） 

事業内容  建設機械販売・修理／建設機械リース業 

 

 

 



社 名 
むつ観光ホテル株式会社 

（本社：青森県むつ市田名部下道４／代表取締役 菊池 淑子） 

事業内容  むつグランドホテルの運営／一般公衆浴場「斗南温泉 美人の湯」／レストラン 

 

 

2. ＳＤＧｓ取組評価サービス概要 

商 品 名 ＜みちぎん＞ＳＤＧｓ取組評価サービス 

取 扱 店 全店 

ご利用対象 ＳＤＧｓ取組みに対して意欲・関心があり、当行に口座のある法人のお客さま 

サービス内容 

① 「フィードバックシート」の提供 

お客さまのＳＤＧｓ取組状況をヒアリング・評価し結果をフィードバックいたしま

す。 

② 「ＳＤＧｓ宣言書」策定支援 

フィードバックシートをもとにした宣言書策定支援を行います。 

手 数 料 ２２万円（税込） 

そ の 他 
評価ツールは三井住友海上火災保険株式会社、ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株

式会社が当行向けにアレンジしたものを使用します。 

 

以 上 



 当社は、経営理念である「「迅速・安全施工・工期厳守」をモットーにお客様・従業員の

安全安心を第一に考えたサービスを提供します」を体現するため、SDGsの達成に向け、

以下の取り組みを実施していくことを宣言します。 

 

テーマ 具体的な取組み 関連するゴール 

限りある資源を 

自社所有のトラックは排出ガス規制車の使用を徹
底し、排出ガス低減に寄与します。本業を通じて、
生態系の保全に配慮した工事、環境負荷が少ない
工法を積極的に採用し、「函館」の自然を守ります。 

働きやすい職場を 

過労・長時間労働の抑制、有給取得の促進を通じ
て、働きがいが溢れる職場を実現します。ハラスメント
に関する社内規定の策定、多様な勤務形態を導
入し、ダイバーシティ経営の推進に取り組みます。 

「函館」に恩返しを 

地域イベントや清掃活動へ積極的に参画し、生ま
れ育った大切な「函館」の発展に寄与します。砕石、
砂利などの地元地域資源の利用を今後も継続し、
地域経済を支えられる企業であり続けます。 

有限会社 旭栄工業  

SDGsとは 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の

略称で、2015年9月に国連で採択された2030年までの国際目標。

「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、持続可能な社会の

実現を目指しており、経済・社会・環境などの分野で17の目標と169

のターゲットで構成されています。 

2023年5月 

本宣言書はみちのく銀行の『<みちぎん>ＳＤＧｓ取組評価サービス』にて作成支援致しました。 



 当社は、経営理念である 「◆輸送の安全の確保をすべてにおいて最優先します。 ◆関係法

令・規則を遵守し、安全安心な輸送を提供いたします。◆絶えず輸送の安全性の向上に努め、常

に見直し改善します。」を体現するため、SDGsの達成に向け、以下の取り組みを実施していくことを

宣言します。 

 

テーマ 具体的な取組み 関連するゴール 

３Rの推進と 
カーボンニュートラルの

実現 

使用済みタイヤを燃料として有効利用することで、
廃棄物の削減と３Rの推進に取り組みます。 
営業車両にハイブリッド車両を導入することで、ガ
ソリンの使用量とCO2排出量を抑制し、カーボン
ニュートラルの実現を目指します。 

ダイバーシティ推進と 
安心安全なサービスを 

女性従業員の積極的採用で管理職登用を目
指し、ダイバーシティを推進します。 
従業員の健康促進と働き方改革で、長く働き続
けられる職場環境を整え、下北観光のお客さま
へ安心安全なサービスを提供していきます。 

次世代へ 
文化を継承する 

社会貢献活動としてむつ市内の学校と連携し、
学生へ向けて自社の畑での農業体験と地域の
食文化を学ぶ機会提供を行います。若い世代へ
青森の基幹産業である農業の理解促進と下北
の食文化を継承していきます。 

株式会社 尻屋観光 

SDGsとは 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の

略称で、2015年9月に国連で採択された2030年までの国際目標。

「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、持続可能な社会の

実現を目指しており、経済・社会・環境などの分野で17の目標と169

のターゲットで構成されています。 

2023年5月 

本宣言書はみちのく銀行の『<みちぎん>ＳＤＧｓ取組評価サービス』にて作成支援致しました。 

・ロータリーへの加入 
・そば、べコモチづくりの体験や、自社の畑
での農業体験、昔の暮らしの資料館を設置 
むつ市内の小学校、中学校、高校とも連携し
教育に携わっている。 
ジオパーク関連の勉強会も実施。 



 「海人（うみんちゅ）・山人（やまんちゅ）・愛 want you!」 

～100年後の未来のために、森を管理する～ 

当社は、地域から必要とされる会社・地域を笑顔にできる会社となることを目指し、SDGs

の達成に向け、以下の取り組みを実施していくことを宣言します。 

 

テーマ 具体的な取組み 関連するゴール 

地域の自然を 
未来につなぐ 

「伐って、使って、植える」のサイクルを徹底し、地
元の自然を守ります。間伐作業を通じて、健康な
木を育て、水資源の涵養、土砂災害の防止に貢
献し、豊かな森林を守り育て、次世代に残します。 

選ばれる 
企業の実現を 

「緑の雇用」事業を通じて、社員一人ひとりのキャリ
アアップ、女性や高齢者の積極的な雇用を継続し
ます。社員が働きやすい環境を維持することで、選
ばれる企業となり、UIJターン促進に寄与します。 

豊かな地元に 
暮らし続けるために 

地元の学校に寄付や、子供たちの職場体験受入
を通じて、地域住民の自然資源への意識を醸成
します。未来を担う人材育成に寄与することで、
100年後も豊かに暮らせる街づくりに貢献します。 

株式会社 高橋林業  

SDGsとは 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の

略称で、2015年9月に国連で採択された2030年までの国際目標。

「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、持続可能な社会の

実現を目指しており、経済・社会・環境などの分野で17の目標と169

のターゲットで構成されています。 

2023年5月 

本宣言書はみちのく銀行の『<みちぎん>ＳＤＧｓ取組評価サービス』にて作成支援致しました。 



 当社は、経営理念である「建設機械の提供、アフターサポートを通して地域社会の発展

に貢献する」を体現するため、SDGsの達成に向け、以下の取り組みを実施していくことを

宣言します。 

 

テーマ 具体的な取組み 関連するゴール 

クリーンな街づくりを 

排ガス規制に準拠した建設機械の提供を行い、オイ
ルや消耗品の交換サイクルを適切に管理し、日常的
なアフターサポートを通じて機械を安定的に稼働させ
ることで、排ガスを削減すると共に、建設機械の耐用
年数増加・廃棄処分量削減に寄与します。 
この取り組みを通じて、建設業界が与える環境負荷
の低減に貢献します。 

地域を 
支える企業へ 

緊急事態の発生に備えて事業継続計画を策定し、
従業員の安全確保と安定したサービス提供を実現
します。リスク対策の徹底により、災害時には いち
早く復興・復旧に向けた自治体・地域土木建設会
社への支援を行い、地域全体の事業継続や住民の
暮らしを守り続けます。 

豊かな 
地元を未来へ 

ICT技術を搭載した建設重機の提供を通じて、建
設業界における慢性的な労働力不足の解消と現
場作業の効率化に貢献します。先進的な技術提供
に励み、建設機械と現場のオートメーション化をリー
ドすることで、工期の短縮や生産性・品質の向上を
目指し、地域の発展に寄与します。 

弘前建機 株式会社  

SDGsとは 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の

略称で、2015年9月に国連で採択された2030年までの国際目標。

「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、持続可能な社会の

実現を目指しており、経済・社会・環境などの分野で17の目標と169

のターゲットで構成されています。 

2023年5月 

本宣言書はみちのく銀行の『<みちぎん>ＳＤＧｓ取組評価サービス』にて作成支援致しました。 



当社は、経営理念である「私たちは、法と規律を守り地域の皆様から親しまれるホテルを目指します」  

「私たちは、真心を込めたおもてなしと、快適な空間の提供によりお客様に満足頂けるホテルを目指します」

「従業員一人一人を尊重し、働く事の喜びを実感できる企業を目指します。」 

を体現するため、SDGsの達成に向け、以下の取り組みを実施していくことを宣言します。 

 

テーマ 具体的な取組み 関連するゴール 

サステナブル 
ツーリズムの確立 

太陽光で自家発電した電力を館内へ供給し、温
室効果ガスの排出抑制と災害時の停電対策に努
めます。食事の食べ残し防止や客室の節電・節水、
冷暖房温度の最適化などお客様にご協力いただき、
ホテル全体で地球環境の保全に貢献していきます。 

 
働きがいを創出し 
お客様へ最高の
サービスを 

 

人財育成と子育て支援の制度を充実させ、従業員
が自己の成長と働きやすさを感じられる体制を整備
します。公私ともに充実した環境のもとホスピタリティ
の向上に努め、お客様に最高のおもてなしを提供し、
何度でも訪れたくなるホテルを目指します。  

 
未来へつなぐ 
まちづくりを 

 

地場産品の積極活用や魅力的な催事の企画を通
じて下北地区の魅力を発信し、地域経済の活性
化と関係人口の増加に寄与します。住民や自治体
との連携を強化して地域に賑わいを創出し、住む人
と訪れた人が愛着を持てるまちづくりに取り組みます。 

むつ観光ホテル 株式会社 

SDGsとは 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の

略称で、2015年9月に国連で採択された2030年までの国際目標。

「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、持続可能な社会の

実現を目指しており、経済・社会・環境などの分野で17の目標と169

のターゲットで構成されています。 

2023年5月 

本宣言書はみちのく銀行の『<みちぎん>ＳＤＧｓ取組評価サービス』にて作成支援致しました。 


